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国立感染症研究所感染症情報センター
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でお知らせしている「感染症週報(第46週)」

からの抜粋です。
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回 注目すべき感染症

◆感染性胃腸炎

感染性胃腸炎は、多種多様の病原体による疾患を包含する症候群である。現在、5類感染症

定点把握疾患に規定されており、全国約3,000カ所の小児科定点医療機関から週単位で報告が

なされている。感染性胃腸炎の報告数が増加するのは冬季であり、その大半はノロウイルスや

ロタウわレス等のウわレス感染を原因とするものであると推測されている(IASR,Vo1 24.No 12.

p321-322参照)。

2006年第46週の定点当たり報告数は16.4(総患者報告数49,464)であり、昨年の同時期 (第

46週定点当たり報告数6,1、総患者報告数18,676)の2.5倍以上となっている(図1)と2006年は定

点当たり報告数が最低値となうたのは第33週であり、第34週以降第46週までの定点当そり累

積報告数を都道府県別にみると、大分県(135,3)、熊本県(130.0)、福井県(127.9)、宮崎県

(127,7)、二重県(114.5)の順となっているが(図2)、第46週のみの定点当たり報告数では、富

山県(37.5)、宮崎県(29。9)、大分県(27.8)、群馬県(27,6)、二重県(26.0)の順であり(図3)、

当初西日本を中心としていた流行が、中部地域や関東地域でも大ま なりつつあるもの1推察さ

れる。

感染性胃腸炎の発生は、例年と比べても、流行の立ち上がりが早く、現在も大きく増加しつ

つある。今後とも、その発生動向の推移には注意深い観察が必要である。
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図1.感染性胃腸炎の年別・週層U発生状況 (1996年～2006年第46週)
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図2.感染性胃腸炎の都道府県汚U報告状況(2006年第34～46週)

図3口感染性胃腸炎の都道府県別報告状況(2006年第46週)
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じ 病原体情報
キ
オ 翻お誘謁鞠鍮館灘灘発縄赫譴頑:株体が箱・

検出された検体の採取日による適ごとの報告数を曳 地域別の報告数は、その地域に所在する地
研からの総報告数を都道府県丹Uに示しています。

(2006年 11月 23日 現在報告分)

◆インフアレエンザウイルス 200さ/07シーズン
第36週に富山県で夕Fから帰国した小児からB型が分離され、第37週に兵庫県でンガピン

から帰国した成人からAH3亜型がPCRで検出された。また、第38週に滋賀県で1件、広島県で
2件、B型が分離され、広島県では地域での小流行が報告された。
第39週には大阪府で香港から帰国した母親から感染した小児から2件、岡山県で中国から

帰国した父親から感染した小児などから3作、計5件のAHl亜型(分離4件(PC強 出1件)が報
告されている。

第42週には埼玉県で幼維園集団発生例からAH3亜型1件(本号15ページ「速報」参照)、第
46週には山梨県で家族内発生例からAHl亜型4件が分離されている。

導別インフルエンザウイルス分離・検出報告説、2005メ07シーズン
〔蔦県微生物検出惰朝 :200辞 二11月23日現在報告数)
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告報道府県市の地方衛生研究所からの分態/様 出報告を留に示した。  璽 麗窪国醸藝蓮劃

市角喘打s々 ,告 ミ出」碓丘済印

部道府県周インフル手ンザウイルス分離・検出報告状況、2006/07シ ーズン

(病原鋼生物検出情報 :2006年 11月2告日現在報告数)
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◆感染性胃腸炎関連ウイルス 2006/07シーズン

例年に比べ立ち上がりが早く、ノロウイルスgenoどrodP IIが増加している。genogrodP IIは大

阪府、福岡県、秋田県、滋賀県、広島県、徳島県、愛媛県など16府県から計233件が報告され、

genogrouP Iは千葉県、島根県、広島県から計3件、サポウわレスは熊本県、高知県から計4件、

A群 ロタウわレスは東京都と京都府から計6件報告されている。

また、10月以降、genbgrOup IIによる施設内集団感染、食中毒などの集回発生の報告が増加

しており、9～10月に発生した27事例中、ノロウ々 レスの遺伝子型別まで実施された13事例はす

べてGIy4と報告されている。

理用SRSVて メロウイルス、サポウイルス〕様出報告数、遠去電シーズンとの性盤、2002/03‐ 2003/07ン ーズン

にお原彼生勧桟出情報 :2006年11月23日現在報告数)
400

350

検 300

出 250

報 200

ヨ
 lS0

数
100

50

0

各都撻府県市の地方鶴堂研究所からの検出報告を回に雰した。

運用メロ,イ ルス&回 タウイルスの機出報告垂、2 DOCrD7シ ーズン
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各都道府県市の地方宙生研究所からの検出報告せ国に示した8
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(病原微生物構出指輛 :2006年 11月23日現在報告撒)

露  RatB A

□  SapO

回 N8円増enOgttup unknD附

厖]NorD増印OgrBⅢp l

醒思NomttenBgrDup li

Ministry of Health, Labour and Welfare / National Institute of lnfectious Diseases



Infectious Diseases Weekly Report Japan 2006年 第46週 (11月13日～11月19日):通巻第8巻 第46号

都道府県周ノロウイルス.サ ポウイルス、

報告数
1   1 0

や  1

日導球■ 2-5

r//////H 6-10

~ 1 1 -

Ministry of Hearthi Labour and werfare/Nationarinstitute of infectious Diseases

ロタウイルス検出報告状況.20oS/87ン ーズン

〔病原軸生物検出情報 :2006年 11月23日現在報告数〕
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各都道府県市の地お篤生研究所からの検出報告を図に示Lrた。
晦 呼 車 呼

Sa po

14


